
古くから人・物・文化が行き交うみなとまちとして発展してきた新潟市は、安政の五カ国条約により

開港五港の１つとなって以降、世界各地の都市と結びつきを深めてきました。2019 年に開港 150周年

を迎え、現在、世界の７都市との間で姉妹・友好都市、交流協定都市提携を結んでいます。また、市内に

３カ国の総領事館が設置されていることや、国際港湾・国際空港が立地する拠点性を生かして、世界に

開かれた都市として、交流を推進しています。

各都市との交流では、昨年はハルビン市（中国）との友好都市提携 45周年と、ナント市（フランス）

との姉妹都市提携 15周年をお祝いし、今年はガルベストン市（アメリカ）との姉妹都市提携 60周年を

迎えます。長きにわたり、自治体同士の交流だけでなく市民同士の交流も活発に行われており、連綿と続く

海を越えた交流が、人々の相互理解と国際感覚の醸成につながっています。日本海側の拠点都市としての

取り組みが、我が国と諸外国との懸け橋となり、国籍や文化の違いを超えた友好の礎となることを期待して

います。

また、本市では大規模な国際会議などMICE の誘致にも積極的に取り組んでおり、2023年５月にＧ７

新潟財務大臣・中央銀行総裁会議が開催されたほか、2026 年には国際青年会議所（JCI）アジア太平洋

会議（ASPAC）の開催が決定しました。新潟の食や自然、文化などの多様な魅力を生かしたおもてなしは、

国内外を問わず、訪れる多くの皆様から高い評価をいただいており、今後も国際都市としての充実を図る

とともに、交流人口の拡大や経済の活性化につなげていきたいと考えています。

近年は、市内の外国人住民の増加が顕著となっており、行政のみならず地域においても、多文化共生の

まちづくりが重要な課題となっています。これを受け、2024年８月に庁内組織として新潟市外国人との

共生社会推進本部を立ち上げ、2025年３月には新潟市多文化共生基本方針を策定し、誰もが暮らしやすい

新潟市をつくるため、全庁で取り組む体制を整えたところです。まちの歩みやこれまでの国際交流によって

培われた人々の開かれた心、世界に誇る地域資源など、みなとまち新潟の豊かな土壌を生かし、お互いの

言葉や文化の違いを尊重し合い、誰もが個性と能力を発揮しながら心豊かに暮らすことができるまちの実現

に向けて取り組んでまいります。

頭巻 言

新潟市長　中原　八一
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世界に開かれた「みなとまち新潟」


